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2023年11月17日(金)小林聖心

女子学院講堂に前田万葉大司

教・酒井俊弘補佐司教を迎え、

畠 基幸神父・永尾 稔神父・和
かず

越
こし

敏
びん

神父・ジョバンニ デリア

神父による共同司式で創立100

周年記念ミサが行われた。参加

者は300人。

聖歌�さつきうるわしく�が

斉唱される中、十字架を捧持し

七つの秘跡はどれもが教会にとって必要なものですが、人生の大切

な時に際して、繰り返し受けることができるのが病者の塗油の秘跡で

す。この秘跡は、新約聖書の箇所が起源となっています。

病者の聖なる塗油は、真の厳密な意味での新約の秘跡として、

わたしたちの主イエス・キリストによって制定されました。こ

の秘跡はマルコによる福音書(マルコ６・12-13十二人は出かけ

て行って……油を塗って多くの病人をいやした)にほのめかさ

れており、主の兄弟使徒ヤコブによって信者に勧められ(ヤコ

ブ５・14病気の人は、教会の長老を招いて、主の名によってオ

リーブ油を塗り、祈ってもらいなさい)、公布されました。

(1511番)

聖水ではなく聖別されたオリーブ油が使われるのは、当時は傷をい

やすためにオリーブ油が常用されていたためです。

以前は�終油の秘跡�と呼ばれ、臨終の際に受けるものと受け止め

られていたため、かえって敬遠されていました。今は呼び名も変わり、

どのような人が受けることができるのかについてこう説明されていま

す。

病者の塗油の秘跡は危篤の状態にある人のためだけの秘跡では

ありません。したがって、信者が、病気や老齢のために死の危

険にある場合、この秘跡を受けるに適した時が来ていることは

確かです。(1514番)

洗礼の塗油、堅信の塗油に続いて受ける病者の塗油は、信者として

の人生を完成させるしるしです。

キリスト者の生涯の終わりのときの、ゆるしと、病者の塗油と、

聖体(エウカリスチア)は、最後の旅路を支えるものとして一つ

にまとめられ、�祖国に入る準備の秘跡�、あるいは地上の旅路

を完了する秘跡などと呼ばれています。(1525番)

今は若くて健康でも、必ず年はとるものであり、思いがけず病気に

なることもあります。そのような時のために教会が用意をしてくれて

いる秘跡を受けたいと私たち自身や家族が望むことは、とても大切な

心構えです。

(文 酒井俊弘補佐司教)

病者の塗油の秘跡病者の塗油の秘跡病者の塗油の秘跡第51回

�カテキズムの学び�

＊クラスは右のQRコードから

小林聖心女子学院創立100周年記念小林聖心女子学院創立100周年記念
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に
社
会
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け

た高２生徒を先頭に、高１生徒による四人の侍者に続いて司祭団が入堂。来賓

や、聖心会関係者、卒業生、児童生徒・保護者代表、教職員などが参列した。

前夜来の強い風雨はミサが始まるころには上がり、本校の聖堂は百周年にふ

さわしい、晴れやかな中にも厳
おごそ

かな祈りの雰囲気が溢れていた。入堂行列で

は聖堂の高窓から陽の光が差し込み、祈りの場は明るい光に包まれた。100年

にわたる小林聖心の歴史が多くの人たちの祈りに支えられ、この学校の教育活

動の中心に�イエスとマリアのみこころのへの信頼と祈り�が据
す

えられている

ことを実感したひとときであった。ミサ参列者の歌声と祈りのことば、式典で

の高校２年生校歌斉唱は、小
お

林
ばやし

の丘を明るく澄んだ空気で満たしていた。

8000人を超える卒業生を産み育てた本校が、これからの未来も日本の社会で

�みこころの愛�の伝え手を育
はぐく

み、他者を思いやるこのとのできる人間育成の

場であり続けることを強く願った。

ミサ中の説教で前田大司教では�聖心会の創立者、聖マグダレナ・ソフィ

ア・バラや、初代学院長マザーマイヤーの教えと言葉を力に、誇りと使命を抱

いて教育活動に携わってきた先人たちの働きの上にこの百周年がある。キリス

ト者が少ない日本社会での福音宣教にとって教育使徒職は崇高な手段であり、

カトリック学校として、聖心の教育の本質を見失うことなくミッションを遂
すい

行
こう

して欲しい。これまで小林聖心に関わってくださった全てのかたの勤労に感謝

し、これからのミッションへの勤労を願って�聖心百寿や 勤労感謝の日��と

詠
よ

まれた。

講堂での記念式典には500

人が参加。司会は卒業生のフ

ジテレビアナウンサー椿
つばき

原
はら

慶
けい

子
こ

さん。オーケストラの記

念演奏や初代学院長マザーマ

イヤーの教えをテーマにした

小学４年生の演劇、高校２年

生の校歌斉唱があり、会場は

大きな拍手に沸いていた。

学 校 紹 介

創立者 聖マグダレナ・ソフィア・バラ(1779-1865年)は、教育のすべてを通

して、真の礼拝の精神に生きる人を育てたいと望んで、聖心女子学院を創立し

ました。彼女が願ったのは、しっかりした知性と堅実な実行力、謙
けん

遜
そん

な心を備

え、どのような時代にあっても、感謝と喜びのうちに人とともに生きることの

できる賢明な女性の育成でした。�子どもたちが、本当の礼拝の精神に生きる
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　大阪高松教区の信者の方の
みがお申込みいただけます。
　詳細は資料をお送りさせて
いただくほか、インターネッ
トでもご覧になれます。
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人に育っていくよう教育すること、そのため

に私たちは生涯を捧
ささ

げたい�。

一人ひとりが神の愛を受けた、かけがえの

ない存在であることを知り、世界の一員とし

ての連帯感と使命感を持ってより良い社会の

構築に貢献できるような賢明な女性の育成を

めざします。

創立者の言葉

私の心にはいつも二つの炎が燃えています。

イエスの聖心に対する愛の炎と生徒に対する愛の炎です。

キリスト教的価値観に基づく全人教育を基盤に、賢明な女性を育てるべく12

年間を３ステージに区分した４-４-４制のカリキュラムを導入。児童・生徒の

発達段階を踏まえつつ、独自の教育課程で、確かな力を育みます。また、学年

の垣根を越えての学び合いは、新しい発見や刺激があり、より実りのある学習

を生んでいます。
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信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

日時 ６/27(木)18:30〜20:00

講師 酒井俊弘補佐司教

場所 サクラ ファミリア

/YouTube配信あり

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

日本カテキスタ会◆第７回

大阪カテキズムを学ぶ会

講師 髙見三明名誉大司教

(長崎教区)

日時 ６/27(木)13:00〜16:20

場所 サクラ ファミリア

参加費 無料/自由献金

問 ☎090-3865-8010(栗山)

nckkate@gmail.com

部落差別人権活動センター

シンポジウム◆主よ、いつ

までですか

シンポジスト 袴
はかま

田
た

ひで子

さん(袴田巌さんの姉･再審

公判保佐人)･門間幸枝さん

(無実の死刑囚･袴田巌さん

を救う会副代表)

日時 ６/29(土)14:00〜16:30

場所 サクラ ファミリア

参加費 無料

主催 大阪高松教会管区部

落差別人権活動センター

問 ☎075-223-3340

bukatu@kyoto.catholic.jp



講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 ６/１(土)〜６/22(土)

４回 16:30〜18:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 ９/１(日)〜９/22(日)

４回 14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

６月司教予定

・６/２ 香里教会堅信式(✝S)

・６/４ 女子総長管区長総会ミサ(✝S)

・６/７ 女子総長管区長総会閉会ミサ(✝M)

・６/９ 吹田教会堅信式(✝S)

・６/９ ドミニコ会助祭叙階式ミサ(松山)

(✝M)

・６/13〜25

ファチマ・サンティアゴ巡礼(✝S)

・６/30 芦屋教会堅信式(✝S)

✝Ｍ＝前田万葉大司教 ✝Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

るかた、視覚障がい者の

情報共有に関心のある方

日時 毎月第２(火)13:30〜15:00

場所 姫里集会所(奇数月)

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

手話に興味をお持ちの方へ

◆聞こえない人も聞こえる

人もボランティア会の見学

にいらしてください

内容 聖書の学び･教区活動

の手話通訳者派遣

※手話講習会ではあ

りません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

場所 姫里集会所

主催 教区聴覚障がい者ボ

ランティア会

問 障がい者委員会

dis@osaka.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

問 佐藤 ☎079-435-1157

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

(左記�行事等日程�以外)

聞かせてください 神さま

と出会った時のこと〜エマ

オへの道で〜◆大阪高松教

区で働く司祭・修道者ご自

身の体験をきく

日時 ６/24(月)18:00〜19:30

(夜の部)・６/25(火)

10:30〜12:00(昼の部)

お話 林和則神父(香里教会)

コレーン神父と学ぶ聖書◆

�使徒言行録における初代教

会の生い立ちとミッション�

日時 ６/24･７/８(月)13:30

〜15:00(４〜７月開講)

和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべイエス�

日時 ６/12(水)10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

サクラ ファミリア主催



◆カトリック教会のカテキズム

日時 第１･３(水)

10:00〜12:00

指導 染野治雄神父

参加費 ￥1,000



◆祈りを深めるための聖書

の基本

日時 第１･３(水)

10:00〜12:00

指導 山内十束神父

参加費 ￥1,000



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111
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参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村 ☎070-5045-7127

日時 ６/14(金)･６/24(月)

17:00〜18:30

祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日19:00〜19:30

問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@osaka.catholic.jp

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

日時 第４(土)14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッフ

ァタ！”練習会◆教区ミサ

に要約筆記(文字表示)をつ

けるボランティア

対象 要約筆記に関心のある方｡

フリーソフトcaptiOnline

を使いパソコンまたはス

マホで練習します｡

日時 毎月第２(水)10:00〜12:00

場所 教区本部事務局

１階会議室

主催 要約筆記グループ

“エッファタ！”

問 障がい者委員会

dis@osaka.catholic.jp

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 毎月第３(日)14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心のあ

集 い
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ホスピス・糖尿病内科
リハビリ・神経内科
肝臓内科・循環器内科

理事長　前田万葉 大司教
チャプレン　松本信愛 神父

宝塚黙想の家

◆日帰り黙想会

日時 ６/27(木)･６/28(金)

10:00〜15:30

指導 染
そめ

野
の

治雄神父(６/27)

山
やま

内
うち

十
と

束
つか

神父(６/28)

参加費 ￥3,500

黙 想 会

【お 詫 び】

５月号１面 日本神学院再出

発文中４段後ろから３行目

�これは養成にとって大きな

変化で、助祭団が神学院から

なされるようになる。�を削

除

８面 主日ミサ時間変更(５月

〜10月末)

岬 教 会 ８時30分→

10時30分に変更

熊取教会 10時30分→

８時30分に変更

お詫びし訂正します。

(広報委員会)


